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【論文内容の要旨】 
民間念仏とは、民間人・在家の人が中心に行う念仏で、念仏芸能や念仏講として全国で広く行わ
れている。歴史的には融通念仏・大念仏・六斎念仏・双盤念仏・念仏踊りとして、さまざまに展開
し、現在に至っている。民間念仏信仰の研究は、五来重の「融通念仏・大念仏および六斎念仏」（1957
『五来重著作集』1 所載）によって始められ、『民間念仏信仰の研究 資料編』（1966 佛教大学民
間念仏研究会編）でその相互関係が論じられた。本論文は、それに続くもので、調査個所は全国約
七百ヵ所に及び、その実態を踏まえて民間念仏の歴史と民俗を現時点で総括、集大成し、その来歴、
系譜関係を明らかにするとともに、地域社会における民間念仏の果たす役割、機能を具体的に提示
した。 
論文の構成は以下の通りである。 
はじめに １概略 ２研究史  
第一章 民間念仏の系譜  
第一節 民間念仏の系譜 １念仏とは ２民間念仏の定義 ３百万遍念仏 ４六斎念仏 ５双盤
念仏 ６念仏踊り ７傘ブクと盆踊り 第二節 踊り念仏の種々相 １空也および空也系の踊り
念仏 ２導御と融通念仏 ３一向と一向衆  ４一遍と他阿 ５小結   
 
第二章 融通念仏と講仏教 
第一節 融通念仏と大念仏 １融通念仏と講仏教 ２大念仏と融通念仏 第二節 知多半島の虫供
養大念仏と講仏教 １愛知県知多半島の念仏行事 ２大野谷の虫供養 ３阿久比の虫供養 ４東海
岸の虫供養 ５西海岸の虫供養 ６全体をとおして ７虫供養大念仏の成立と変遷  
 
第三章 六斎念仏の地方伝播 
第一節 全国の六斎念仏 第二節 奈良県の六斎念仏 第三節 若狭の六斎と念仏 １概要 ２
高浜町 ３おおい町（旧大飯町） ４小浜市（旧名田荘村） ５小浜市西部   ６小浜市東部 ７
若狭町（旧上中町） ８若狭町（旧三方町） ９小結   第四節 平戸・壱岐の六斎念仏 １的山大
島 ２度島 ３佐世保市鹿町町口の里供養平 ４小値賀島前方後目  ５壱岐島 ６小結  第五
節 富士山周辺の祈祷六斎念仏 １概説  ２早川町  ３富士河口湖町本栖 ４身延町下部湯之奥 
５甲府市右左口町周辺 ６南アルプス市吉田 ７甲府市大里町窪中島 ８甲府市上黒平 ９山中湖
村平野  10 上野原市無生野 11 神奈川県山北町世附  12 御殿場市川柳  13 富士宮市内野・
足形  14 富士市鍵穴  15 小結                           
 
第四章 双盤念仏ー芸能化された声明－ 
第一節 双盤念仏の概要 １双盤念仏とは ２研究史 ３分布  ４形態分類   第二節 神奈川県
の双盤念仏 １鎌倉光明寺 ２三浦半島  ３横浜市  ４川崎市 ５県央・県西地区 ６千葉県 
第三節 東京都の双盤念仏 １増上寺 港区芝／宝珠寺 港区赤羽橋 ２今泉延命寺 大田区 
３九品仏浄真寺 世田谷区奥沢 ４慶元寺 世田谷喜多見  ５車返し本願寺 府中市白糸台 ６
玉泉寺 あきるの市二宮 ７西徳寺 日の出町大久野 ８宿の薬師 武蔵村山市三ツ木 ９乗願
寺 青梅市勝沼町 10 勝楽寺 町田市原町田 11 大善寺 八王子市大横町  12 都内南部の寺  
第四節 埼玉県の双盤念仏 １入間市宮寺西久保観音の鉦張り ２入間市の双盤念仏 ３入間市
近辺の双盤念仏とその系譜 ４飯能市のダンギ（双盤念仏） ５浅草寺奥山念仏堂について   第
五節 関西の双盤念仏（付 岡山県・鳥取県） １楷定念仏  ２滋賀県湖南・甲賀・三重県伊賀 
３京都府 ４奈良県 ５大阪府  ６和歌山県 ７兵庫県 ８岡山県・鳥取県  第六節 善光寺と
名越派の双盤念仏 １善光寺 ２甲斐善光寺・元善光寺・跡部西芳寺 ３浄土宗名越派  ４九州の
双盤念仏 ５善光寺双盤念仏の位置づけ  第七節 双盤念仏の成立と変遷 １京都真如堂と鎌倉
光明寺の十夜法要 ２関西の双盤念仏から ３念仏と鉦の変遷  第八節 双盤念仏資料 １双盤
念仏一覧  ２双盤鉦・雲版の古鉦  ３双盤鉦・雲版の構成一覧  
 
第五章 大念仏と風流踊り －念仏踊りの二部構成―  
第一節 三遠信国境地区と周辺の大念仏芸能の概観 １東栄町の分布と構成  ２三遠信地区の分
布 ３東海地方の分布と構成 第二節 南信州の念仏踊り・掛け踊り １和合の念仏踊り ２日吉
の念仏踊り ３坂部の掛け踊り ４下栗の掛け踊り ５大河内の掛け踊り ６向方の掛け踊り 
７梨久保の榑木踊り ８温田の榑木踊り ９平岡満島神社のお練り 10 中井侍の湯立て祭りのお
練り 11 日吉のお鍬祭り 12 売木村のお練り 13 新野の盆踊りの踊り 14 念仏系と風流系 15
小結 第三節 水窪大念仏と五方念仏 １地区の概況  ２西浦の大念仏  ３各地区の大念仏  
４小結  第四節 三遠信大念仏の構成と所作－三河地区を中心に― １分布と概要 ２三河地区
のハネコミと念仏踊り ３大念仏の構成要素  ４小結  第五節 奈良県十津川村の大踊りからみ
た盆風流 １十津川の盆踊り・大踊り ２盆踊り・大踊りの構成 
 
第六章 傘ブクと吊り下げ物  
第一節 伊勢・志摩大念仏と傘ブク １伊勢・志摩大念仏の行事 ２伊勢・志摩大念仏の構成 ３
鳥羽加茂五郷の大念仏 ４小結  第二節 傘ブクと送魂儀礼 １ 風流傘と傘ブク ２盆行事と
傘ブク ３傘ブクと吊り下げ物  ４小正月の傘ブク ５祭礼図・洛中洛外図に見る吊り下げ物 
６傘ブクと送魂儀礼 
 
第七章 まとめ  １踊り念仏と念仏踊り ２融通念仏と双盤念仏 ３日本的念仏と民俗           
巻末には、初出論文一覧 ・参考文献・坂本要念仏関係論文一覧・調査地一覧・図版一覧を付す。 
論文の大要を示すと、民間念仏は大きく、唱えを主にした融通念仏（含む百万遍）・六斎念仏・
双盤念仏と、踊りを伴う踊念仏・念仏踊りの二大別でき、章立てでは、融通念仏・六斎念仏・双盤
念仏・風流系念仏踊りに分けた。第二章第三節六斎念仏の地方伝播、第四章双盤念仏、は前者の流
れを追うもので、第一章第二節踊念仏の種々相、第五章大念仏と風流踊り、第六章傘ブクと吊り下
げ物、は後者の流れに連なる。 
はじめにでは、民間念仏の総合的研究を志向する立場を示し、念仏におけるタマシズメ、御霊鎮
送、荒魂、死霊、祖霊祭祀などの要素は言及するにとどめ、また鉢叩、放下、暮露、新発意、山伏
などの宗教者も関係する範囲での考察に限ったことを述べる。 
第一章民間念仏の系譜では、民間念仏を「民間人・在家の人々が中心に行う念仏で、何々念仏と
いう名称で、念仏芸能や念仏講として広く行われている」と定義し、百万遍念仏・融通念仏・六斎
念仏・双盤念仏・念仏踊りと通時的に民間念仏を概説、併せて民間念仏信仰研究の略年表を付す。
第二節踊り念仏の種々相では、踊り念仏という僧侶が踊る念仏を取り上げる。一遍上人は空也上人
を踊り念仏の始祖としたが、文献上その確証はない。京都の空也堂や福島県八葉寺の念仏踊りは、
江戸時代に復興されたもので、空也派もしくは空也僧の変遷は一様ではないことを指摘する。鎌倉
時代文永から弘安にかけての一向上人と一遍上人の踊り念仏は、ほぼ同時期に起こり、その後、こ
れらの念仏踊りは、時衆の主流派、藤沢遊行派で儀礼化された。一遍の踊り念仏は、二祖の他阿上
人によって行道儀礼化し、「踊り念仏儀」が江戸時代に定まった。 
第二章融通念仏と講仏教では、融通念仏・融通念仏宗の概説と、愛知県知多半島に広がる「虫供
養大念仏」の調査資料を提示。融通念仏は永久五（1117）年に良忍が始め、相互に融通して多くの
度数を唱える念仏である。「虫供養大念仏」は多様な念仏やいくつかの宗派の影響を受けて複雑化
した大規模な念仏行事であるが、この大念仏が融通念仏の初期形態に近いことを論じた。良忍を受
け継いだ法明は「融通念仏」を発展させたが、初期真宗と同様に、決まった寺を持たない道場様式
と、在家の「禅門」という念仏行者の二種の形態があった。知多半島の道場を定めず順番に道場を
引き受ける「挽き道場」と「阿弥陀ばんさん」はその流れであり、後者のように半僧半俗の者が僧
侶役をするのは、真宗の毛坊主と類似する。虫送り大念仏に「百万遍」や「六斎念仏」が含まれる
のは、「融通念仏」がその源流にあるからである。 
第三章六斎念仏の地方伝播では、十五世紀に和歌山県の高野山で始まったとされる六斎念仏の概
観と地方での実態を述べる。五来重は、六斎念仏を念仏行が高唱や踊りを伴うなど変化したことに
対して自省し持斎を厳しく説く念仏復興運動ととらえた。この高野山における詠唱主体の六斎念仏
の地方伝播と変化を、奈良県北部や福井県若狭地方の踊りを伴う六斎念仏、長崎県の平戸から五島
列島・壱岐島にかけて広がるキリスト教の禁教と関連したと思われる事例で再検討、富士山周辺で
は山中湖の平野や道志の無生野の事例のように、修験色の濃い祈禱六斎念仏が数多く伝わり、「融
通念仏南無阿弥陀」の唱句の残存から六斎念仏の流れと推定した。また、「融通念仏」の中世村落、
惣村への波及は、中世末に「講仏教」という形でその定着がはかられた。 
第四章双盤念仏では、従来論じられることが少なかった浄土宗系の双盤念仏の歴史的展開を関西
地方はじめ、神奈川、東京、千葉、長野など全国三百ヵ所の事例の比較で究明した。五来重は双盤・
雲版・大太鼓を使用する念仏を「鉦講念仏」と類型化したが、その後、研究の進展は見られなかっ
た。双盤念仏は一五世紀の京都真如堂の十夜法要に始まったとされるが、双盤鉦の出現は十七世紀
であり、再考が求められる中、双盤念仏の内容の変遷から、引声阿弥陀経と引声念仏は京都の真如
堂から、複雑な変遷を辿って鎌倉光明寺に伝わったことを論証した。光明寺の引声念仏はその後伝
承が絶え、享保十一（1726）年に真如堂から雲版が再伝授され中興したと伝えられる。一方、真如
堂の十夜念仏では雲版鉦は使用されない。役僧の二枚鉦から在家の多数鉦への大きな変化、在家に
よる双盤念仏の成立は享保年間と考えた。双盤念仏は、幕末から明治大正期には、双盤講になどで
声や技が競われ、芸能化していった。 
第五章大念仏と風流踊りでは、三遠信地区（天竜川中流域）の風流系念仏踊り「長野県南部の掛
け踊り」「静岡県水窪町（現浜松市）の大念仏」「愛知県側のハネコミ・放下の念仏踊り」を取り上
げる。一般に、念仏踊りは踊り念仏からの派生と考えられてきたが、念仏踊りの多くは、前半の唱
えだけの念仏と後半の踊りの二部構成となっている。これらの地区では、「南無阿弥陀仏」の念仏
を繰り返し唱えながら踊ることはない。芸態と大団扇などの採り物を中心に念仏行事の詳細な民俗
誌的記述に力点を置いた。最後に、この地区の大念仏と奈良県十津川の大踊りを比較する。 
第六章傘ブクと吊り下げ物では、三重県伊勢志摩地区で盆送りの儀礼や芸能となっている大念仏
を取り上げ、死者の遺品を傘に吊り下げる風習、「傘ブク」に注目する。傘ブクは京都祇園祭の「傘
鉾」が源流と考えられ、死者の衣服で傘を覆うことや、身に着けていたものを下げるのは、「小袖
風流」といい、衣服に悪疫を付けて祓うことに由来する。陰陽道の撫で物や神社の大祓いに通じ、
死者の魂を送る習俗と習合し、海岸部では傘と吊り下げ物を共に海に流す。飾り物に関しては、会
津地方を中心とした詳細な調査報告から、「山・鉾・山車」などの風流との影響関係や地域ごとの
独自の発展を指摘し、念仏踊り、風流系念仏踊り（大念仏）、風流踊り、鬼剣舞、田楽と念仏との
結び付きのプロセスはそれぞれ今後の課題として残された。 
第七章 まとめでは、柳宗悦の『南無阿弥陀仏』(1955)の見解に同意、一遍の「念仏が念仏を申
すなり」「南無阿弥陀仏の中には機もなく法もなし」の言葉を引き、念仏という行為の中に自己の
消滅を説く。さらに、折口信夫が『言語情調論』で唱えた「日本的念仏というのは、まさしく民俗
に通底」との言から、民間念仏は民俗そのものであると総括する。唱える念仏と踊る念仏を、主に
動態的記述に基づき分析、その歴史的関係性と地方的展開から、唱える・踊るという身体性の強調
が「日本的念仏」の特徴であり、民俗儀礼と習合することにより、念仏はさらにその宗教性を深化
させていったと結論する。 
 
          【論文審査の結果の要旨】 
本論文は、著者の長年にわたる全国の民間念仏の調査と研究の集大成である。調査期間はほぼ半
世紀、50 年にわたり、全国 700 ケ所余の現地を訪ね歩き、克明に記録をとり、映像に収める仕事
を地道に行ってきた。日本各地の民間念仏の実態を記録し、可能な限り史資料を集めて相互に比較
し、類似と差異を手掛かりに、現在から過去に遡って念仏の変遷の過程や祖型を見極めようと試み
る。そこでは新しい史資料の発掘を含むとともに、現在では伝承が途絶えたものも多く、その報告
は、当該年代の民間念仏資料を後世に残すことになる。文献史料と現地調査の統合には、かなりの
困難が伴うが、その大筋を明らかにし、念仏に関わる多様で複雑な儀礼や芸能を「民間念仏」の名
のもとに統合して、研究の見通し、体系化へのパラダイムを示したことが何よりも高く評価される。
また、著者の研究枠組みの基本は仏教と民俗の交渉過程の中で、新たに形成された仏教民俗を対象
とする仏教民俗学的立場であり、本論は日本民俗学において、「念仏」の位置付けをより確固たる
ものとしたことでも高く評価される。 
その一方で、仏教サイド、民俗サイドからは、その本来の立脚点の説明不足、後退とも捉えられ、
本論読解のために、日本における念仏の展開過程の仏教思想、歴史的背景の著者なりの略述が求め
られる。最澄による天台智顗の『摩訶止観』の四種三昧のうちの常行三昧（観想）、円仁による詠
唱念仏（引声念仏・不断念仏）の将来、法照流五会念仏の日本化、源信への影響、良忍による融通
念仏の導入と声明の引声念仏化、空也・一遍の詠唱念仏（歌う念仏）の踊躍念仏（踊り念仏）化、
法然・親鸞の専修念仏（願生）などの流れの中での民間念仏の位置づけである。また、引声念仏、
融通念仏、大念仏、六斎念仏、風流大念仏、風流太鼓大念仏などそれぞれの定義は必要であるが、
時代と地域でその内容は揺れ動いて変化する。加えて、本論を理解するには日本仏教史の基礎的な
知識、特に浄土思想や浄土教の発展についての知見が必要である。脚注での適宜の解説が望まれた。
このような注文もあるが、民間念仏の研究は、「文脈」と「地域」に還元しないと理解しにくい中
で、著者は困難で大きな課題に正面から挑んだことになる。 
民俗サイドからは、村の寺堂や公民館、また葬式時における葬家や墓場での念仏講による村念仏
は本論の論調の中で、どう位置付けられるか、まさに民間念仏といえるだけにその言及が欲しかっ
た。関東地方では、墓場に隣接する以前の寮（現在公民館・集会所になっている）が念仏の場にな
っている事例も多く、村における寺堂の成立ともかかわる。音を文字化した「念佛帳」に見る村人
のホトケ観、犬念佛、天道念佛などさまざまな念佛内容、音頭取りの継承法など、仏教民俗的課題
ともなる。本論文の性格は民俗調査に基づいた一次資料からの分析で、個々の民間念仏の現地での
見学や民俗調査の経験がないと内容の理解は難しい。民俗調査は、現在の民俗の中に「残存」を読
み解こうとする。他方、現行の民間念仏の現状を比較検討し、年代がわかる史料を手掛かりに、現
在から過去に出来るだけ遡ろうとする。この場合は、フィールド経験の蓄積に基づく直観による類
似と差異の判断が手掛かりとなる。通時的と遡及的という逆方向の時間のベクトルが交錯すること
になり、文脈や年代を補って筋を読み取る努力が強いられることになる。加えて、音声や動作、行
われる場所などの臨場感の再現が本論文の読解の要点となる。論文、文字化という制約の中で、本
論文は、その雰囲気を共感させてくれる。著者の長年の調査行が、文意に反映したともいえ、本論
文の最も特徴的な点ともいえる。結論で言う、念仏の身体化は、鈴木大拙や柳宗悦だけでなく、煩
悩即涅槃を説き仏性の重視を説く天台本覚思想に基づく修行との関係なども仏教的には一考する
必要があろうし、音と意味を問うなら、声明、念仏、御詠歌との差異などにも一言する必要があろ
う。何よりも、著者の身体化したフィールドワークの持続に敬意を表するとともに、念仏に惹かれ
る動機についての、一文も本書に沿い記して欲しい気がした。 
また、体裁的な面から言えば本論文は大部な著作であるため、詳細な調査の内容とそれに基づく
多様な考察は高く評価できるが、記述や論述に繰り返しが見られた。文章を整理し直して流れを作
れば、より説得力のある論旨として一貫性が発揮できたと思われる。 
以上のように、内容的にさらに補い、深化させるべき点、また言及の欲しい点、文章の添削など
はあるものの、先行研究の水準を質・量ともに凌駕する本論文は、民間念仏信仰に関する画期的な
成果であり、後世に残る労作であることは言うまでもない。いずれにせよ、先行研究の学説整理と
検討を綿密にした上でそれぞれに応じた課題を設定し、関係する史料、地方志、民俗方面の文字記
録を博捜、精読し、また、現地調査による聞き書きなどの諸資料との総合化を試み、その分析と考
察は的確になされている。まさに歴史民俗資料学の論文として高く評価できる。また、口頭試問に
おいて著者に更なる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。その結果も合わせ、坂本要氏
に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同これを認めるもの
である。 
 
 
 
 
 
 
